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はじめに 
 生徒は本来が行動的で、静止的なものや受動的なものを嫌がる。一方、体を通した行動的なもの
には自然に心が惹かれる。ところが、今までの私の授業は教師が一方的にしゃべり、生徒はじっと
耳を傾けて聞いているという授業である。生徒がこうした変化に乏しい静粛な授業に興味を持たず
魅力を感じないのは当然である。そこで、生徒に問題意識を持たせ、調べさせ、自分達でまとめ発
表する授業、いきいきと生徒の躍動する活気ある授業、一人ひとりの生徒が内心から「解った」「よ
し出来る」という達成感を味わえる授業を目指してみようと考えた。 
 本稿では、このように生徒が主体性を持って参画する授業を創造するための視点について歴史の
授業研究から述べたい。 
はじめに 
1．授業デザインの基本的構想          
2．6月実践から 
      2-1．単元計画と第1時指導案 
2-2．第１時から学ぶ―説明にならない説明 
2-3．単元終了時の生徒の記述から 
3．9月実践から 
3-1．単元計画と第2時指導案 
      3-2．第2時から学ぶ―言葉探し 
3-3．単元終了時の生徒の記述から 
4．11月実践から 
4-1．単元計画と第3時指導案 
4-2．第3時から学ぶ―発問 
4-3．単元終了時の生徒の記述から 
5．授業創造の視点 
おわりに 
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1. 授業デザインの基本的構想 
授業実践計画を作成するにあたり、私は授業デザインの基本的構想を考案した。まず、生徒が興
味を持つ学習内容から、「なぜ」という疑問の学習課題を生徒の立場に立ちながら、教師が想定する。
次に、生徒が各自で学習課題を追究し、それを班で話し合い、自分自身の考えを書く。さらに班で
の話し合いをもとに、クラス全体での話し合いを行い、最終的に、自分自身の意見を主体的にまと
めるというものであった。以上の事を順序立てて書くと下記のようになる。               
1．生徒が興味を持つ学習内容から「なぜ」という疑問の学習課題を生徒の立場に 
 立ちながら教師が想定する 
2．学習課題を追究する 
3．グループでの話し合いをもとに学習課題に対して自分自身の意見をまとめる 
4．グループでの話し合いをもとにクラス全体での話し合いを行う 
5．主体的に考えをまとめる 
                  
2․ 6月実践から 
2-1․ 単元計画と第1時指導案  
単元としては「開国と維新」を扱う事とし、小単元「東アジア国際環境の変化と開国」を通して
日米和親条約・日米修好通商条約の内容に注目し、領事裁判権の承認や関税自主権の放棄など、日
本側にとって不平等な条約であった事を理解させると共に、不平等条約締結に至った事情を国外・
国内両面から考える事により、総合的・多面的に学習課題を理解させようとした。 
 
単元計画（4時間完了） 
時
間 
各時の目標 学 習 活 動 
第 
1 
時 
ノルマントン号事件の判決が 
無罪になった理由を考える 
（不平等条約の背景をさぐる） 
 
・スライドを見る 
・判決を考える 
・グループの意見をまとめる 
・無罪判決の理由を発表する 
第 
2 
時 
ノルマントン号事件の無罪判決の
根本的理由を探る 
 
・日米和親条約・日米修好通商条約を読む 
・2つの条約とノルマントン号事件の関連を考える 
・2つの条約に含まれている不平等の内容を理解する 
   
72
 
 
 
 
第 
3 
時 
不平等条約を結んだ国外事情 
について 
 
・なぜアメリカは日本に条約締結を求めたか考える 
・日米和親条約締結に至る過程を理解する 
・日米修好通商条約締結に至る過程を理解する 
第 
4 
時 
不平等条約を結んだ国内事情 
について 
・なぜ日本は不平等条約を結んだのか考える 
・当時の幕府の状態を理解する 
 
第1時指導案 5月31日（木） 
本時の目標―ノルマントン号事件の判決が無罪になった理由を考える。 
段 
階 
教 師 の 活 動 時間
生徒の活動 
（指導上の留意事項） 
 起立、礼、着席、黙想 3 挨拶をする 
本時で扱う内容の西暦を板書する。その後で
「1886年の出来事を学習します。どの様な
出来事かスライドを見てください」 5
ノルマントン号事件がいつ頃の事項か把
握する 
パワーポイントを使用して①日時②航路③
暴風雨④沈没地点⑤乗っていた人⑥助けら
れた人⑦死んだ人⑧海難審判の順番で示す 15
提示された史料を参考に事件に対する自
分の意見を考える 
 
 
  
課 
 
  
題 
 
  
把 
 
  
握 
 
 
（発問） 
「ここまでスライドを見て君たちはどの様
な判決を下しますか」→「有罪と思う人手
を挙げて」「では無罪と思う人手を挙げて」
⇒このクラスの集計結果をボードに記入
する 
※1～2人聞くが理由についてはあくまで 
深入りはしない 
17
予想される発言 
・自分の職務を放棄し20人以上の人を見 
 殺しにしているので重罪にするべき 
・そもそも船の乗組員は自分の命よりも 
 乗客の安全を優先しなくてはならない
はずなので当然有罪だ 
・この頃のイギリスと日本の力関係から
して無罪だ 
 
 
 
 
 
パワーポイントを使用して再度スライドを
見せる①日時②航路③暴風雨④沈没地点⑤
乗っていた人⑥助けられた人⑦死んだ人⑧
海難審判⑨裁判⑩判決の順番で示す 
「スライドで提示した内容と同じものを全
 
 
 
 
 
最初に⑧まで見せ多くの者が予想した 
結末と違う内容の判決に「なぜだ」・ 
「おかしい」の声あがる 
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員に配付します」 20
〔なぜ無罪判決なのか〕 
マグネットを用意し黒板に貼る 
「各自の考えを書いてみよう」 
※全員配付の史料の中に用紙を準備して
おく 25
自分の考えたところをすべて書く 
「では一人ひとりの考えをもとに話し合っ
てみよう」机間巡視をしてどのような意見
が出ているか確認する 
グループごとに出てきた意見をまとめる係
を指名する、次に発表もあるので発表者も
指名する 
「7分あげます、まとめる係の人は渡したボ
ードに書いて下さい」 
 
 
32
グループで話し合う 
（予想される意見） 
・何らかの特権が当時のイギリスには認
めていたのではないかそしてそれが
判決にもあらわれたのではないか 
・裁判を行った場所、裁判を行った人間、
使用された法律に問題があるのではな 
いか 
・裁判所で裁判がされていない 
・日本の法律に従って裁判がされていな 
 い 
課 
 
 
題 
 
 
追 
 
 
究 
 
 
 
 
「グル－プごとに意見発表してもらいます」
発表された意見の書かれているボードを
黒板に並べる 40
発表を聞いて自分の考えとの違いを考え
る 
「色々な意見が出てきましたが無罪判決と
なった根本的な原因は何ですか書いて下
さい」 
「記入した用紙を回収します」 
48
すでに記入したものとは別の部分に記入
する 
※机間巡視を行いどれくらいの生徒が不
平等条約について触れているか確認する 
用紙をグループでまとめて教師に渡す 
  
ま 
 
と 
 
め 
 
 
「次の時間は『なぜ無罪判決なのか』の根本
的原因を追究したいと思います」 
 
 
50
※『なぜ無罪判決なのか』という疑問を
しっかり追究するという姿勢で次時につ
なげたい 
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2-2․ 第1時から学ぶ―説明にならない説明 
T3    えっと今幕末をやっとるんですが、ね、え～ちょっと先の事になります。ね、この大政奉還
までがえ～江戸時代となってます。大政奉還からが明治、そしてこっちも明治になるわけな
んですけれども、え～そんな中である事件がこのノルマントン号事件ということですね。え
～どのような出来事かというところを通じちょっと考えてもらいたいというところになりま
す。 
じゃあ早速ね、え～スライドを見てもらいます。題がノルマントン号事件。で、最初にです
が、まあ、こっち側にも書いておいたように日時が1886年10月25日午前1時頃となって
ます。え～ちょっと見づらいですが地図がありまして、え～航路を一応のってますが、実は
まあこれを使っていくとここに横浜あります、ね、え～この横浜からここに神戸があるんで
すけれども、ここまでね、イギリスの船、ノルマントン号という船でいくこの航路があった
わけですね。え～ところがちょっと見づらいです。これ現在の映像なんですけれども、え～
暴風雨という形でえ～、船を航海してる途中で暴風雨にあってしまいました。結果どうなっ
たかというと、はいえ～、紀伊半島がありますよね。え～台風やなんかを天気予報でよく出
てくる、まあ紀伊半島の最南端が潮岬というところなんですけれど、その潮岬の沖合で何と
このノルマントン号は沈没してしまいます。ね、え～、で、え～沈没したんだけれども、じ
ゃあ、ということで、乗っていた人をみたところ、え～イギリス人船長、イギリスの基本的
には貨物船です。ということで、イギリス人の船長、それから船員乗組員、それから日本人
の客もまあ、イギリス、当時としては世界的に海運ということでいくと、お～、名の通った
イギリスなので、え～23人の日本人が乗ってました。え～それからインド人も1人乗ってま
した。でその内で、え～船は沈没したんですが、はい、助けられた人、お～、まあ船長、イ
ギリス人の、お～、乗組員乗員が 25 名、それからインド人 1 名ということになります。え
～、さっきみた乗っていた人から助けられた人を除けば死んだ人ということになりますが、
日本人が23名、え～、イギリス人が13名お～、ゆうことになりますね。 
   （省略） 
T6   ノルマントン号事件、ね、え～、事件が起きたのはこの日の時。ね、え～航路は横浜から神
戸まで、え～、ところが途中で暴風雨にあって、え～、潮岬の沖合で沈没してしまいました。
ね、乗っていた人、イギリス人、日本人、インド人。だけれども助かったのはイギリス人と
インド人で乗客であった日本人とイギリス人 13 名、え～、亡くなって、で、これに関して
海難審判行われました。で、え～、海難審判この当時も行われたんですが実は、行われた場
所が、次、え～え～、事件があってからそんなに日にちがたってないですね。11月1日、場
所は神戸の領事館内の管船法衙ということで、え～、衙というのが役所、ね、そういった所
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を司る役所という意味があるんですね。そこで裁判開かれまして注目の結果が、はい、ここ
にあるように無罪となってしまったわけですね。え～、ここにある通り神戸の駐在の在日英
国領事ジェームズ＝ツループという人間が船長以下全員に無罪判決を下したということ、こ
れが、え～、これまでのところとなります。ね、え～、ということで 12 人無罪という主張
でありました。21人の人まったく逆の答えになってしまったというところなんですね。じゃ
あえっと、お～、ここまでのスライド、それで見せてあげたものと同じ物を配ります。で、
え～、こうやって書くところがあります。上の半分、これを読んでここまでで、まぁ、有罪
と思った人有罪の理由、無罪と思った人無罪の理由、それを書いてみて下さい。いいですか。 
  
授業記録を見てみると、指導案通りに進行せず焦る教師、生徒の予想外の発言に動揺する教師、
生徒の発言よりも時間を気にする教師などの姿がよくわかる。第1時ノルマントン号事件の説明の
5分過ぎにT3「結果どうなったかというと」と言いながら、結果を話すまでに余分な説明が多すぎ
る事がわかる。続いて 12 分過ぎにはノルマントン号事件の裁判に関して、T6「海難審判この当時
も行われたんですが実は、行われた場所が、次、え～、事件があってからそんなに日にちがたって
ないですね」と話しており、場所についての説明が出来ていなかった。 
 指導案では、スライドを見せるとなっているだけであるが、生徒がスライドを見ただけではノル
マントン号事件を理解することが大変だと考えたため、教師は細かく解説を実施したと考えられる。
その結果、説明にならない説明を行っている。 
 よって、言うべきことは短く簡潔にまとめ、説明する必要がある。 
 
2-3․ 単元終了時の生徒の記述から 
RO 「みんなの意見がきけるからいいと思った。これからも続けて欲しい。」 
YM 「幕府のことがよくわかったし、このころの日本の状態もわかった。いろんな意見を聞く事   
が出来たのでよかった。」 
SI 「色々な意見を聞けてよかったです。1 つの事柄にここまで深く考えることはあまりないの   
でよかったと思います。ただ事件の名前を覚えるだけでなく色々な面から物事を見れてよか
ったです。」 
NB 「戦争と政策についてよく理解出来たんじゃないかと思います。1 人 1 人が考えて意見を話   
し合う場面が増えたのでちょっと大変でした。また話し合うことで新たな疑問が生まれ、と
ても興味を持てる授業でした。」 
YY 「グループで話し合って発表したりする授業はあまりやったことがなかったので楽しかっ   
た。」 
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YK 「人の見ている中での授業は少し緊張した。」 
AE 「疲れた。普通の授業の方がいい。」 
 
単元終了時に全員の生徒が書いた「4 時間を終えて」の感想を分析してみた。楽しかった・よか
ったと書いた生徒は 28 名であり、その内、RO・YM・SI・NB・YY を検討する。RO は、他の班
員の意見を通して自分と違う考え方の存在に刺激を受けたと思われ、良さが伝わってきている。YM
は、いろんな意見を聞く事が出来たという部分を、グループ学習の良い点として考えており、SIは、
他の班員の意見が聞けた事と共に深く考えること、事象を多角的に捉えること、という学習方法の
大切な部分に目を向けている。NB は、話し合うことで新たな疑問が出て来たというグループ学習
がもたらす効果にふれている。YYは、普段の授業では出来ない話し合いを楽しいととらえている。 
一方、緊張した・疲れたと書いた生徒は、YK・AEなど6名であった。どちらかというと内向的
で口数の少ない生徒である。このような生徒に対し、自分の考えを他の班員に伝える表現力の育成
が課題として考えられる。 
全体としては、生徒がこの形式の授業に喜んでくれた事や、しっかり内容を学習している様子が
うかがえる。いろいろな他人の意見を聞くことが可能であり、自分の意見を出す事を通して通常の
授業よりは自分が授業に参加している、との意識をもつ事が出来た事や、「なぜ」の追究で歴史をさ
かのぼる学習を行ったのが、生徒にとってよかったのではないかと考える。生徒の主体性を大切に
した授業の必要性を認識した。 
 
3. 9月実践から 
3-1. 単元計画と第2時指導案 
単元としては「近代国家の形成と発展」を扱う事とし、小単元「立憲政治をめざして」を通して、
なぜ自由民権運動が起きたのか、どのように広がりを見せたか、目指したものは何かを理解させよ
うとした。また、政府が自由民権運動を弾圧する一方で、妥協しながら立憲政治を模索した事、明
治十四年の政変の影響を学ぶことにした。 
 
単元計画（3時間完了） 
時
間 
各時の目標 学 習 活 動 
第 
1 
時 
なぜ国会の開設が必要とされたか考え、国
会開設の勅諭が出されるまでの経緯を理
解させる 
・明治十四年の政変とは何か調べる 
・国会の開設が必要とされた理由を発表する   
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第 
2 
時 
なぜ自由民権運動が広がりを見せたのか
考える 
 
・自由民権運動の活動内容を調べる 
・私擬憲法を読む 
 
第 
3 
時 
なぜ自由民権運動が起きたのか考える ・史料を読む 
・自由民権運動が起きた理由を発表する 
 
第2時指導案 9月10日（月） 
本時の目標－なぜ自由民権運動が広がりを見せたのか考えるとともに私擬憲法とは何か理解させる。 
段 
階 
教 師 の 活 動 時間
生徒の活動 
（指導上の留意事項） 
起立、礼、着席、黙想 3 挨拶をする 
「先回国会開設が認められた事を学習したわ
けですが開拓使官有物払い下げ事件で、政府
に対する反対運動の中心となり、政府が国会
開設を認めざるをえない状況に追い込んでい
ったのは自由民権運動の活動家達でした。多
くの国民が関わる事となった自由民権運動の
広がりについて今日はみていきます。まずは
関連する年表が配布済みのプリントに載せて
ありますのでそれを見てください」 5
配布したプリントを見る 
教科書を読ませる 
「AKさん教科書のＰ45『自由民権運動の 
展開』を読んで下さい」 7
AKに教科書P45を読ませる 
 
 
 
 
 
課 
 
 
 
題 
 
 
 
把 
 
 
 
握 
 
 
 
「自由民権運動がどのように広がっていっ
たか考える材料がいくつかあります。それは
都市から農村へのひろがり、知識人・士族か
ら地主・豪農へ、国会期成同盟、私擬憲法な
どになります」 
「ではなぜ都市から農村へと広がりを見せ
たのでしょうかRO君どうでしょう？」 
 
 
 
 
 
 
 
ROに答えさせる 
予想される意見 
・府県会が開かれ地方政治に住民参加が 
可能となり政治に対する意識が高ま 
った 
YWに答えさせる 
予想される意見 
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「ではなぜ地主・豪農は政社とよばれる団体
をつくることが出来たのか、YW君どうで 
しょう？」 
「国会期成同盟についてですが結成された目
的は何かYY君答えてみて下さい」 
 
 
 
 
22
・農産物価格の上昇によって生活にゆと 
 りが出来たため 
YYに答えさせる 
予想される意見 
・国会の開設を実現するため 
〔私擬憲法について〕 
「さき程の先生の話の中にも出てた言葉です
が私擬憲法と呼ばれる自分たちの理想とする
憲法案をこの頃さかんに起草している。今日
50 編程発見されている私擬憲法ですがここ
ではその代表である五日市憲法の現代語訳の
ごく一部、及び東洋大日本国国憲按とをプリ
ントに載せました。よく読んでみましょう。
そしてこの 2 つの私擬憲法（すなわち憲法草
案）の似通った部分を見つけることが出来れ
ば自由民権運動が目指していた部分が見えて
くる事にもなります。まずはそれを各自で考
えてみて下さい」 28
生徒の意見 
・どちらも権利・自由という言葉が出て 
 来ている 
・政府が憲法を守らなかった場合などに 
 政府に対し従わなくてもよいとする 
立場をとっている 
「では一人一人の考えをもとに話し合ってみ
よう」 
机間巡視をして各班のおおまかな意見の内容
を把握しておく 
35
班で話し合う 
予想される意見 
・国民の権利・自由を基本的に守る立場
に立って作られている 
・政府は絶対ではなく国民に不利益をも
たらすような場合には従わなくてもよ
いとする考えをもっている 
課 
 
 
 
題 
 
 
 
追 
 
 
 
究 
 
 
 
 
  
「班ごとに発表してもらいます。お願いしま
す」 
42
班の代表者が発表する 
予想される意見 
・憲法や法律も国民の権利・自由を守る 
 為に作る事になっている 
ま 板書を参考に全体で話し合いをおこなう
「ここまで出てきた意見を参考に、2 つの
私擬憲法、共通点をTD君答えてみて下さい」
予想される意見
・まず国民はそれぞれに権利・自由を持
っている事、そしてその自由・権利を
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48 守る為に政府や国会は活動する と 
 
 
め 
 
 
「今日は自由民権運動の広がりをみましたが
そもそも自由民権運動はどのようにして出て
きたのかということで、次の時間に『自由民
権運動のはじまり』を追究したいと思います」
 
 
 
 
50
※自由民権運動の始点を考える 
 
 
 
 
3-2․ 第2時から学ぶ―言葉探し 
T11 今読んでもらった中にこの運動が広がっていったという所を考える材料が幾つか有ります。
ねっ、という事でそれを見ていくという所にえ～行きたいと思います。（教師板書）まず
一つ目が都市から農村へという所になりますが、では RO 君立って下さい。はいえ～何で
都市から農村へこの運動が広まっていったのか、その部分を答えてみて下さい。 
RO12 解らないです。 
T13   ちゃんと今読んでもらった所に書いたる訳でもう一度よ～く見ながら探してみてちょうだ
い。 
RO14 府県会が開かれ政治に対する意識が高まった。 
T15  そこがポイントだよね、はい座って下さい。 
 
9月実践の第2時、自由民権運動の広がりに関して教師はT13「ちゃんと今読んでもらった所に
書いたる訳でもう一度よ～く見ながら探してみてちょうだい。」と発言している。T11より前に、生
徒に教科書を読ませたが、スムーズに読む事が出来なかった。さらにT13の前に、RO12で、生徒
は「解らないです」と答えている。予定時刻を過ぎており、教師は、このまま行くと時間が不足す
る事態になってしまう事から焦りを生じたため、なかば無意識のうちに教科書の中の言葉を探すこ
とを指示したと考えられる。教師がこの様な指示を与えては、生徒が自分で考え課題を解決するな
ど不可能であると考える。 
この記録から自分を振り返ると、それまでの私は、自分が求めようとした答えを言ってくれそう
な生徒を当てていた。だから、授業が一問一答式になったり、思いがけない答えを生徒が言ったり
すると修正できなくなる。無理矢理答えをこじつけたり、教師の考えを押しつけたりして授業を進
めていた。そうなると、何となく正解を言わなくてはいけないような雰囲気の中、いつも同じ様な
生徒達が挙手をし、答えを言うようになる。学びが全体の物とはなっていなかった。 
さらに自分が十分だと思っていた教材研究が、いかに生徒達にとって、心のときめかないもので
あったかを考えさせられた。生徒達にとって本当の意味で「おもしろい授業」になるような教材研
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究をしていなかったという事である。授業で使おうという教材が、実は自分自身がさほど「おもし
ろい」と感じてないにもかかわらず、意識のどこかに「こんな教材でも生徒達なら興味を持ってく
れるんじゃないか」と、十分な工夫もせずに授業を行っていたように思う。 
今後は周囲が「へ～」「おもしろい」と、声に出してくれるような教材研究に取り組む姿勢が必要
であり、「言葉探し」のような小手先で授業をするのではなく、学びが全体のものとなるように取り
組む事が大切である。 
 
3-3․ 単元終了時の生徒の記述から 
TD 「国会開設の勅諭と東洋大日本国国憲按を主に当時の日本が目指した立憲政治について
の流れや出来事を勉強し、その背景や考えなどを自分達で考えて学んだ。」   
NB 「国会の開設について班で話し合う事によって、自分とは違う意見を発見したりして深 
    く考えることが出来た。自由民権運動などの国会を作る為にどんな出来事が生じどんな 
    人達が奮闘してきたか、よく話し合ったおかげでよく理解する事が出来たと思います。」 
KH  「昔の人達は積極的で尊敬できると思いました。今の政府に関わっている方々は見習っ 
    てほしいと思いました。」 
YY  「日本の国会が開かれた経緯を知ることによって今現在の国会の必要性を学ぶ事が出来、 
    政治への関心が少し湧いてきました。」 
 
単元終了時に全員の生徒が書いた「3 時間を終えて」の記述を分析してみた。6 月実践同様に否
定的な感想はほとんどなく、生徒達もよく取り組んでくれていると思われる。個々の文をじっくり
読んでみると、TD は、立憲政治実現に向けての流れをつかんでいる事が解る。NB は、国会開設
に向けてどんな人達が「奮闘」してきたかをよく理解したと書いている。しかし、教科書にも授業
記録からも「奮闘」という語句は無く、授業内容を自分自身で理解し、考えをめぐらせて書いたと
思われる。KH は、昔の人達と今の政府とを対比して内容を捉えている。YY は、国会開設の経緯
と自由民権運動の活動目的から現在の国会を考えており、新たな知識の活用をしていることが解る。 
 
4．11月実践から 
4-1．単元計画と第3時指導案 
単元としては「近代国家の形成と発展」を扱うこととし、小単元「清国との戦い」を通して、な
ぜ日本は日清戦争に向かっていったのかを理解させようとした。あわせて日本・清国以外の国が多
く関係していた事や、戦争後東アジアにおける欧米列強の帝国主義の動きに日本も組み入れられて
いく事を学ぶことにした。 
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単元計画（4時間完了） 
時
間 
各時の目標 学 習 活 動 
第 
1 
時 
なぜ日本は日清戦争に向かっていったの
か 
 
・年表を作成し、日本の日清戦争に向けての動きを
把握する 
・班で話し合う 
第 
2 
時 
日本・朝鮮・ヨ－ロッパ諸国の関係と清
国・朝鮮・ヨ－ロッパ諸国の関係を考え
る 
・幾つかの国々を班毎に調べ、日本にとって仲間と
なるかそれとも敵となるか考える 
第 
3 
時 
日本・朝鮮・清国の関係を考える（日清
戦争） 
 
・朝鮮をめぐる日本と清国の対立が、戦争という形
で結末を迎えるが、どちらの国がなぜ勝利したの
か考える 
第 
4 
時 
日清戦争はなぜ起こったか 
 
 
・3時間学習したことをもとに800字程度で文章に
まとめる 
 
 
第3時指導案 11月8日（木） 
本時の目標−日清戦争と三国干渉を考える。 
段 
階 
教 師 の 活 動 
時
間
生徒の活動 
（指導上の留意事項） 
 起立、礼、着席、黙想 1 挨拶をする 
本時に学習する内容は何か説明する 
「この時間は三国干渉について考えます。
第 2 時で作業した①日清戦争当時の国際関
係図を出しておきます」 
関係図をビー紙に書いてホワイトボードに
貼る 3
ビー紙で示したものを基本線とした上で、三
国干渉の理解につなげる 
課 
 
題 
 
把 
 
握 
日清戦争のプロセスをたどる（②をホワイト
ボードに貼り簡潔に説明）「2 枚目は日清戦
争の過程ついてまとめたものです」 
6
戦闘の発端から終了までの流れを簡単にビー
紙で確認するとともに日清戦争の火種がこれ
まで学習してきた通り朝鮮半島である事を再
度確認する 
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日清戦争の終結について書かせる（記入用紙
を用意する） 
「戦争は講和条約を結ぶ事によって終わり
ます。この日清戦争では講和条約はどのよう
に締結されたか教科書で調べプリントに記
入して下さい」 
生徒が記入し終えたら③日清戦争の終結を
ホワイトボードに貼り説明をする 
「だいたい書けたと思いますので先生が書
いたものを貼ります」 16
講和条約一名称（         ）条約 
いつ－ 
どこで－ 
誰が—日本側— 
清国側—  
内容—① 
② 
③ 
④ 
三国（ロシア・フランス・ドイツ）が干渉し
た、それはなぜか 
「さて講和条約をみましたが、これが新たな
問題を発生させてしまいました。それは三国
干渉です。ロシア・フランス・ドイツの思惑
を配布した史料から考えて各自で書いて下
さい。数分間時間をとります」 22
予想される意見 
・ロシアは東アジアで南下し、海への出口を 
 確保したかった 
・フランスはロシアとドイツの融和・安定が 
 自国の平和をもたらすと考えたから   
・ドイツはロシアのヨーロッパ進出を阻止し
たかった 
 
 
 
課 
 
 
 
 
題 
 
 
 
 
 
追 
 
 
 
 
究 
 
各自で書いたものを見ながら班で話し合う
「それでは各自が書いたものを出し合っ
て班で話し合ってみて下さい。三国にそれぞ
れ事情がありますのでロシア・フランス・ド
イツそれぞれ考えて下さい」 
机間巡視をしてどんな意見が出そうか調べ
ておく  32
予想される意見 
・ロシアは遼東半島を日本が領有すると、南 
下政策がとれなくなる 
・フランスは、当時ロシアと軍事同盟を結ん 
 でいた 
・ドイツはとにかくロシアの関心を東アジア
へ向けたかった 
 
班で話し合った内容を発表する 
「そろそろ班毎の発表をしたいと思いま
す。班の発表が終わったらその発表に対し意
見なり質問をしますので、各自よく聞いて疑
問に思う事など用意して下さい」 
※各班1つの国に絞って発表する 
※誰が発表したかわかるようにしておく 
※発表の内容は簡潔にまとめる 48
予想される意見 
・ロシアは自ら遼東半島を領有し中国中心部 
 や朝鮮へ進出していく為 
・フランスは軍事同盟とともに多額の資金を
ロシアに投下していた   
・ドイツはこの機会に中国に進出し分割競争
に参入しようとした 
意見発表か質問で抽出生徒を参加させる 
83
 
 
 
 
ま 
と 
め 
次時の内容を説明する 
「それでは次の時間はここまでの学習をも
とになぜ各国は清国に進出したのか考えて
いきます」 
 
 
 
50
清国に各国が本格的に進出をした理由は何
か、進出してどのような活動をしたのか調べ
ておく 
 
4-2．第3時から学ぶ―発問 
T6  はいではえ～そろそろ出来上がったかと思いますので、先生も実際にこの様にビー紙に書い
てみましたので、これまた貼ります。見て下さい。え～という事で名称の部分、え～下関条
約、結ばれた地名からこの様な名前が付けられた訳ですが、日清講和条約と書いてくれた人
それで正しいですのでその点は誤解の無いようにして下さい。で、こうやって講和条約を結
びましたが、え～ここまで良いでしょうか。で、え～この講和条約を結ぶと言う事、これが
新しい問題を発生させました。え～それが三国干渉と呼ばれるものです。で、え～この三国
干渉に関してえ～三国、ロシア・フランス・ドイツこれが干渉した。ねっ、要は横槍を入れ
てきた訳なんですけれどもそれはなぜかという所に、そこを考えてもらいたいと思います。
考える材料として今から地図を配ります。え～これは丁度今みてきた講和条約結んで終わっ
た日清戦争その後の東アジアの地図です。これを参考にこの三国がどうであったのかこれを
考えてみてください。〔史料の地図を配る〕え～さっき作業してもらった講和条約の下に、こ
の三国干渉を行った三国、その名前が挙げられてます。と言う事でえ～この三国の思惑・意
図そういったものをまずは一人ひとり各自で考えてみて下さい。（グループ学習に入る） 
TI8 何を考えりゃーいいの 
 
11月実践の第3時、三国干渉に関してグループ学習に入った途端、TI8「何を考えりゃーいい
の」の発言があった。直前の教師の発言T6分析してみると、最初は「それはなぜかという所に、
そこを考えてもらいたい」、2 番目は「三国がどうであったのかこれを考えて」、3 番目は「三国
の思惑・意図そういったものをまずは一人ひとり各自で考えて」と3つの発問があり、考える内
容が二転三転してしまい、どれを答えたら良いか解らなくなっている。 
また、「それ」「そこ」「これ」「そう」と指示語を多く使用している事も、考える内容を一層解
りづらくしてしてしまっている。 
その結果として、「何を考えりゃーいいの」という発言が出ることになった。 
 
4-3․ 単元終了時の生徒の記述から 
EH 「日清戦争で日本が勝った事により、清国は別の国からも目を付けられめちゃくちゃにさ 
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   れてとても哀れに思った。」 
AE 「人間って欲しいものの為なら何だってするんだなと思った。」 
TY 「国々によっていろいろな思いが有るんだと思った。日本と清だけの問題ではなくヨーロ 
   ッパやロシアなども介入しているからすごい。」 
 
EH の記述は清国を哀れと思ったというものだが、日本の戦争の相手国に対し、同情的なこの感
想は、授業者の 25 年の教員生活の中でも初めてであり、驚かされた。この様な生徒の考えは、今
までの講義式の授業では知る事の出来ないものではないかと考える。 
 AE は国という単位で戦争を考えるのではなく、人間という単位で考えており、また何だってす
るという捉え方で戦争や三国干渉のなりふり構わない事に触れている。書かせる事によって、この
様に生徒の価値観を知る事が出来た。 
 また、TY は、戦争の当事者以外にも目を向けており、学習課題に不十分ながら迫ろうとしてい
るように思う。一人ひとりの考えを書かせる事の重要性も学ぶ事が出来た。この様に生徒は素晴ら
しい考えを持っている。しかし、教師は本音を活かし深めていく授業を実施出来なかった。 
 
5．授業創造の視点 
 授業を実践し、「生徒が主体性を持って参画する授業の創造」について授業分析や、生徒の記述
から考えてみると、4つの視点が浮かび上がって来た。 
 1 つ目は、常に生徒に「なぜ」を継続して考えさせる事である。最初に疑問がないと「なぜ」を
追究する事につながっていかない。したがって、まずは単元を通してでもよいし、時間毎でもよい
が、生徒に疑問を抱かせる事が必要と考える。その疑問を各自で考えてみる。そこで、解決できな
ければ、さらにグループでの話し合いの場にその疑問をのせていく。グループにおいても問題の解
決が出来ない時には、クラス全体の場において全員で考える。時には、この段階でも解決に至らな
い事も出てくるであろうが、それでも課題に関してある程度方向性が出るものと考える。そもそも
授業開始の時点で、「なぜ」があるとないとでは追究に大きな差が生じる気がする。 
 2 つ目は、説明のあり方である。要点を押さえた解りやすい説明を心掛けるというのは、誰もが
目指す所であるが、では一体どの様なものであるか。まずは短く端的に説明する事があげられる。
説明が長いと、生徒は何が言いたいのか理解が困難になってしまう。その様子を見て更に説明をし
て、内容を一層解りづらくしてしまう事もあるため、余分な説明はしない。次に、説明を行おうと
したら他事を入れない。そこで余計な説明を行っていると、本来しなければならない事を見失う可
能性が高いからである。また、難しいものを難しいままではなく、平易な言葉に置き換えて生徒の
身近なものにする事が大事であると考えられる。 
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3 つ目は、言葉探しについてである。教科書の中の言葉を探し、生徒が答える事で、教師はそれ
が理解されているものと思い込んでしまう。事件や用語を記憶すること自体は学習の基礎としてと
ても大切である。だが、それだけに終始してしまったのでは、今求められている歴史的思考力は少
しも育たない。記憶した知識を活用し、思考・判断・表現する活動を通して、歴史の大きな流れを
深く理解し習得する授業を構想することが求められている。 
 4 つ目は、どのような発問をするかである。何を理解させようとしているのかが明確でなくては
いけない。私の行ってきた発問は、学習した内容をほぼそのまま再生するものである。具体的に言
うと、教科書の中で言葉探しをしてきた。だが、このように記憶された知識はしばらくは残るが、
やがて消えてしまうたぐいのものでしかない。また、授業開始時に、すでに授業がどのようになる
のか盛り込まれている発問をすることにより授業に一貫性が生まれる。生徒達はより集中する。授
業の第一発問には、授業全体を貫くキーワードを盛り込む。また、私が目指した発問は、「なぜ」と
いう疑問に対する理由として、筋が通るよう、学習した内容をもとに、自分自身の言葉で表現する
事がもとめられる。このようにして、定着した事項はしっかりと記憶され残っていくと思われる。 
 
おわりに 
 これまでの一方的な講義形式の授業を改め、一人ひとりしっかりと「なぜ」という疑問を持ち学
習課題を追究する。このような生徒が主体的に参加するという目標を掲げ授業実践に臨んだ。歴史
の授業というと、何か特別な教材や教具が必要なイメージがあった。生徒達が「あっ」と驚くよう
な教材や教具を教室に準備し、1 つの教材や教具から課題を設定して、資料で調べたりしながら課
題を解決する形で授業を進めていく。自分が体験した事柄や、目の前の実物から授業を進めていく
からこそ、生徒達も熱中する。逆に言えば、教科書通りに進めていては授業としては面白くない。
しかし、毎回教室に生徒の興味を引くような、特別な教材や教具を持ち込むのは難しいと考える。      
 生徒は各自で考えた事をグループにおける話し合いの場に出し自分の考えをまとめていく。ほと
んどの生徒が、毎時間配布したプリントに調べた事や、各自の考えを記入している。6 つの班に分
けた事で、班内での学習課題への取り組みは、ある程度良好になったと思われる。しかしながら、
主体性を持って参加出来たのは、グループにおける話し合いまでであった。 
従って、これからも生徒が主体的に参加する授業を目指す上でやらなければならない事は、クラ
ス全体での話し合いである。誰のどのような考えを発表させると生徒達の考えが対立化したり、活
発化するかを把握しながら話し合いをさせ、生徒達が自らの力でその時間の最終的な結論を導き出
して行けるような授業を目指したいと思う。 
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